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かるまい　議会だより
№ 216　

　岩手県 軽米町議会

再
会
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔☞　12 月定例会　一般質問に５人登壇

☞　研修報告　チューリップ観光振興を学ぶ

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

主な内容

☞　特集〔在京軽米会設立 30 周年〕

　　ふるさとへの思い　　２

６
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16 関連２㌻
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 　 　　　12 月定例会の概要

在
京
軽
米
会
30
周
年
　

　

在
京
軽
米
会
（
栗
原
千
賀
子
会
長
）
の
設
立
か
ら
30
周

年
を
迎
え
、
平
成
30
年
11
月
３
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
（
東
京
）
で
記
念
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

民
参
加
も
募
り
、
町
議
会
か
ら
も
議
員
10
名
が
出
席
。
上

京
か
ら
数
十
年
又
は
、
数
年
の
方
ま
で
各
年
代
と
幅
広
く

交
流
し
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
と
ふ
る
さ
と
軽
米
へ
の
思

い
を
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。
在
京
会
会
員
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
と
、
町
か
ら
の
参
加
者
の
声
を
届
け
ま
す
。　

特集
在京会会員と語る
ふるさとへの思い

特
　
集
　
記
　
事

次は👈👈

ふるさと 軽米 への   思い語り合う

　平成最後の在京軽米会総会・懇親会をホテ
ルニューオータニで開催いたしました。設立
30 周年の節目を迎え、郷土軽米町からも 40
名以上の参加をいただきました。郷土芸能や
特産品販売のほか、軽米産ホップで作った
ビールで乾杯し、軽米産シリアルを使った料
理は、ホテルニューオータニの中島総料理長
に自ら腕を振るっていただきました。近隣の
ふるさと会のほか、姉妹町音更町の「東京音
更会」からは 10 名の参加をいただき盛況の
うちに終了できました。感謝申し上げます。
　今後も会員相互の親睦を図り、ふるさと軽
米の発展に寄与すべく力を合わせて参りま
す。2019 年は 11 月９日（土）に開催予定です。
皆さんのご参加をお待ちしております。

同地区出身の方々と話が盛り上

がりました。障害者就労施設で

ペットフードを作っている方の

話は興味深く、良いアイデアを

頂き参考になりました。

偶然にも夫の本家のご子息とお

会いすることができ、新たな出

会いに感謝しています。ホテル

の食事も楽しみで、軽米産シリ

アルを使った料理は上品でとて

もおいしかったです。

初めての参加で知らない方も多かったが、同郷

ということですぐに打ち解け楽しかった。中島

シェフのシリアル料理は、こんなにもおいしく

なるんだと驚きました。次回も参加したいです。

中学、高校の同級生と出会えて懐

かしかったです。おかげさまで

40 数年ぶりの方にも会うことが

できました。あまりに嬉しくて３

次会まで盛り上がりました。

同級生にも会えて良い機会とな

りました。次回は東京の姉妹も

誘って参加したい。時間があっ

という間に過ぎました。

参加は２回目。町の参加

補助はとても良く、交流

とともに継続してほしい。

いつも軽米秋まつりに来

ていただく方にも会うこ

とができました。出会いを

大事にしていきたいです。

約 10 年ぶりに参加。初めてお会いする

方も多かったが、先輩や同級生と心底交

流できました。町民交流のため参加の補

助は続けてほしい。また参加したいです。

田名部 晴
は る お

夫さん

　（上新町）

大村 義
よしあき

明さん

　（本町）

工藤 恵
え み

美さん

　（蓮台野）

上澤 昭
あ き こ

子さん（緑ケ丘）

栗原 千
ち か こ

賀子さん

  （上増子内出身）

在京軽米会 会長

ふるさと軽米の発展に力を合わせたい

齊藤 れかさん

（小玉川出身）

君成田 邦
く に お

雄さん

 （下新町出身）

畑澤 康
やすひろ

弘さん

　（長倉出身）

石川 悦
え つ こ

子さん

（米田出身）
竹内 正

ま さ こ

子さん

（米田出身）

田澤 定
さだよし

義さん

（民田山出身） 高校を卒業して以来 27 年になり

ます。毎年お盆とお正月には帰省

していますが、町は変わらずに自

然が豊かで、みんな温かく迎えて

くれます。町に戻りたいなと思う

ときもありますね。

町を離れて 40 年ほどが経ちま

した。町の魅力は何といっても

「豊かな自然」。これからも大事

にしていってほしいです。

田中 公
き み こ

子さん（上新町出身）

町を離れて約 30 年になります。今は横浜市に

住んでいて、５～６年に１度ぐらいの割合で帰

省しています。都会の生活には疲れを感じるこ

ともありますが、軽米は空気がきれいだし野菜

も新鮮でおいしくて本当に良いなって思います。

小笠原 千
ち は る

春さん

　（晴山出身）

軽米高校同窓会東京支部長を務め

ています。軽米高校を、そして軽

米町を応援したいと思って応援Ｔ

シャツを作りました。

事務局を務めています。

これを着てことしの軽米

秋まつりには、同窓生み

んなで参加したいと思っ

ています。同窓生の参加

大歓迎です！

「かっけ」が大好きでいつも

買わせていただいています。

大村 文
ふ み お

男さん

   （仲軽米）

大野つばさ会 副会長

上森 恵
え み こ

美子さん

大村 吉
よ し み

美さん

（円子出身）

山根 京
きょうじ

二さん

　（下新町）

赤羽 裕
ゆ う こ

子さん

（観音林東）

▲ホテルニューオータニ総料理長の中島眞介シェフ

▶
㊨
東
京
音
更
会
の
森
田
武
雄
会
長

　
㊧
乾
杯
発
声
は
山
本
幸
男
副
議
長

特
　
集
　
記
　
事

軽米音頭で場内を練り歩き

軽米シリアル料理に舌鼓

沢田神楽が荘厳な舞いを披露

特に「若鶏の軽米産シリ

アル黒唐揚げ」がやわら

かくておいしかったです。

憧れのホテルで一流シェ

フの料理は最高でした。

小笠原 さゆりさん

　　 （上舘）

公子さんの娘

　田中　瞳
ひとみ

さん

永田 規
の り こ

子さん

（上円子出身）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12 月 10 日の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補正予算等審査特別委員会から
　　平成 30 年度一般会計補正予算　主な  質 疑

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

平成 21 年 3 月に岩手県から１㎡ 1,600 円で
譲渡を受けた。今回無償譲渡するにあたり、
同じ単価で土地開発基金から買い入れる。面
積は 9,726.95㎡。

答

いちい荘の建設用地を譲渡
特別養護老人ホームいちい荘の建設予定地（旧
県北農業試験場跡地）を町社会福祉協議会に無
償譲渡するため、土地開発基金からの買い上げ
費用を一般会計に補正予算計上した。
　　　　　　　　　　【事業費１，５５６万円】

全国大会等への派遣費を助成
町内の小中学生が町外のスポーツ少年団等に加
入している場合でも、全国大会等に出場する場
合に補助できるよう交付要綱を平成 28 年３月
に改正。今回、小学生バレーボールと中学生ア
イスホッケーの東北・全国大会出場の補助金を
増額計上した。　　　　　【補正金額７３万円】事業費積算の根拠及び該当する面積は。問

町外所属にも助成枠を広げることは歓迎した
い。生涯学習振興の面から、大人の全国大会
出場にも幅広く助成するよう検討しないか。

現在も全国大会等への出場には助成している
が、枠の拡大については検討課題としたい。

問

答

【請願陳情第 22 号】
＊件名：「消費税 10％増税の中止を求める
　　　　請願書」
＊要旨：2019 年 10 月の消費税率 10％
　　　　への引き上げ中止を求める意見
　　　　書を政府に送付してほしい
＊請願者：岩手県消費者団体連絡協議会
　　　　　会長　髙橋克公　ほか 10 団体
＊紹介議員：古舘機智男、山本幸男

皆さんからの請願 ・ 陳情の審査結果

採
択

全会一致

意見書提出
衆議院議長、参議院議長
内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣

【歳入】
・基金繰入金　　　     （財政調整基金繰入金 3585 万円）
・県補助金（岩手県農地中間管理事業等促進関連補助金 108 万円）

【歳出】
・北海道胆振東部地震災害義援金（総務管理費 50 万円）
・県北分場跡地の譲渡に伴う普通財産取得費
　　　　　　　　　　　　　　（財産管理費 1556 万円）

・新萩田 2 号団地（仮称）用地取得費、電柱移転の補償費
　　　　　　　　　　　　　　　　（住宅費 1825 万円）

平成 30 年度一般会計予算の補正

総額 66 億 4,044 万円に
一般会計補正予算（第５号）の主な内容

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています
※表中の○数字は補正措置の回数を表しています

会計別歳入歳出予算（12 月 14 日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計⑤ 3709 万円 66 億 4044 万円

特
別
会
計

国民健康保険① ー 11 億 9731 万円
後期高齢者① ー 9170 万円
介護保険② ー 6906 万円

下水道事業① △ 50 万円 1 億 6860 万円

≪ 12 月定例会≫

請願陳情・補正予算

 　 　　　５議員の一般質問次は👈👈

農業委員２減、推進委員４増

情報無線をデジタル化

最適化推進委員は農地利用の集積を進め、遊
休農地の解消及び発生を防ぎ、農地を守る役
割がある。人口減少や休耕地の増でその役割
は増し、現在の６人では足りない状況にある。
10 人とし、現地調査等も農業委員と協力し
て行いたい。女性の登用も積極的に考えたい。

答

平成 31 年３月 31 日で任期を迎え
る町農業委員（現定数 12）、農地利
用最適化推進委員（同６）の定数を、
次の任期からどちらも 10 とする。

これまで農業委員の定数を削減してきた中
で、農地利用最適化推進委員を増員する理由
は何か。また女性の増は検討しているか。

問

機器の更新直後にはそういった事案も一部
あったが、今は解消している。答

既存のアナログ設備が 30 年超と老
朽化したため、25 年度から６カ年
かけて順次デジタル方式に更新して
きた。本年度で工事がすべて完了す
るため、31 年４月から新条例を制
定し、既存条例を廃止する。

デジタル方式への移行によって聞こえない又
は聞こえにくい地域が生じないよう万全を期
してほしい。

問

　

12
月
定
例
会
（
第
28
回
定
例
会
）
は
12
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で

９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
審
査
を
付
託
し
た
平
成
30
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
大
村
税
委
員
長
）

で
質
疑
応
答
を
実
施
。
12
日
の
最
終
本
会
議
で
、
規
約
の
一
部
変

更
の
協
議
１
件
、
補
正
予
算
３
件
、
条
例
の
改
廃
等
３
件
の
す
べ

て
を
可
決
。請
願
１
件
の
採
択
と
意
見
書
提
出
を
決
定
し
ま
し
た
。

農
　 

業
　 

委
　 

員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
各
定
数   　
　

に
10

〔12 月定例会日程〕
12 月４日　招集日（議案上程、特別委員会設置）
　　 ６日　一般質問（３人）
　　 ７日　一般質問（２人）、常任委員会
　　10 日　一般会計補正予算等審査特別委員会
　　12 日　最終本会議（委員長報告、採決）

平成 30 年

12 月

定例会

　≪ 12 月定例会≫案件と 採決結果
番号等 案件内容

掲　載
ページ

本会議の
採決結果

審査の
付託先

採決日

議案①

岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び
同組合規約の一部変更の協議
　（紫波、稗貫衛生処理組合が３月 31 日で解散することに伴う組織団体
数及び規約の変更協議）

―

可　決
（全員賛成）

平
成
30
年
度
軽
米
町
一
般
会
計
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

12 月 12 日

（最終本会議）

議案②
軽米町農業委員会の委員等の定数に関する条例の一部改正
　（平成 31 年 4 月 1 日から、農業委員を２減の 10 人に、農地利用最適
　  化推進委員を４増の 10 人に定数を改正）

Ｐ 4

議案③
軽米町農村情報連絡施設設置条例の廃止
　（デジタル同報系防災無線施設への移行に伴う旧施設条例の廃止）

Ｐ４

議案④
軽米町デジタル同報系防災行政無線施設設置条例の制定
　（防災行政無線施設のデジタル化移行に伴う新規条例の制定）

Ｐ４

議案⑤
平成 30 年度一般会計補正予算（第５号）
　（3,709 万 9 千円を増額補正し、66 億 4,044 万 8 千円に）

Ｐ５

議案⑥
平成 30 年度下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　（50 万円を減額補正し、1 億 6,860 万円に）

Ｐ５

議案⑦
平成 30 年度水道事業会計補正予算（第１号）
　（収益的支出 300 万円、資本的収入 280 万円、同支出 956 万 1 千円を増額補正）

―

請願陳情

㉒
消費税 10％増税の中止を求める請願書 Ｐ５

採　択
（全員賛成）

総
務
教
育

民
生
常
任

委
員
会

発議案
①

消費税 10％増税の中止を求める意見書
　（請願陳情㉒に関連し、政府関係機関に意見書を提出するもの）

Ｐ５
可　決

（全員賛成）委員会の閉会中の所管事務調査について
　（次の定例会までの間、議運及び各常任委員会の調査活動を認めるもの）

―

議案
第３号
第４号

議案

第２号

☞ 関連Ｐ９
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第 28 回定例会

一般質問

一般質問

中
なかむら

村 正
ま さ

志
し

問一貫性の無さが原因では

答 時間をかけ町民意見を取り入れたい

【
問
】こ
れ
ま
で
の
交
流

駅
構
想
に
つ
い
て

の
答
弁
に
は
一
貫
性
が
感

じ
ら
れ
ず
、
疑
問
を
感
じ

る
。
候
補
地
選
定
に
不
透

明
さ
は
な
か
っ
た
か
。

【
町
長
】
当
初
の
候
補
地

が
係
争
中
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
現
在
の
場
所
と

し
た
。
そ
の
際
土
地
所
有

者
の
了
解
、
議
会
と
町
民

へ
説
明
し
進
め
て
き
た
。

【
問
】も
っ
と
早
い
段
階

で
町
商
工
会
作
成

の
計
画
を
公
表
し
、
情
報

提
供
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。

【
町
長
】
報
告
書
は
中
央

商
店
会
と
商
工
会
が
作

成
。町
の
計
画
で
は
な
く
、

関
わ
り
方
が
不
明
瞭
な
段

階
で
の
公
表
は
誤
解
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
、
適
当
で

は
な
い
と
判
断
し
た
。

【
問
】担
当
は
な
ぜ
産
業

振
興
課
な
の
か
。

【
町
長
】
中
心
市
街
地
活

性
化
が
大
き
な
テ
ー
マ
で

あ
る
。
な
お
、
複
合
施
設

で
も
あ
り
関
係
部
局
が
連

携
し
進
め
て
い
る
。

【
問
】整
備
計
画
が
延
長

さ
れ
完
成
予
定
が

平
成
36
年
と
な
っ
た
。
そ

の
原
因
は
。

【
町
長
】
よ
り
町
民
意
見

を
取
り
入
れ
る
た
め
時
間

を
か
け
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。
ま
た
火
葬
場
や

交流駅構想の遅れ

町長

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

し
な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

べ
き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
特
に
も
重
要
施

策
に
つ
い
て
は
、
役
場
内

の
横
断
的
視
点
か
ら
検
証

を
行
い
進
め
て
い
る
。
今

後
も
各
課
の
連
携
と
、
町

民
と
の
協
働
参
画
体
制
の

充
実
に
努
め
る
。

【
問
】町
民
に
対
す
る
説

明
は
、
始
め
か
ら

丁
寧
な
説
明
に
尽
く
し
て

ほ
し
い
。

【
町
長
】
常
に
協
働
参
画

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

い
る
。住
民
意
見
を
聞
き
、

説
明
し
な
が
ら
町
の
将
来

を
描
き
、取
り
組
み
た
い
。

町
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を

協
働
参
画
体
制
で
進
め
た
い

問町
長

流
駅
整
備
に
先
行
し
て
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

い
ち
い
荘
の
新
築
も
緊
急

性
が
あ
る
と
判
断
し
、
交

【
問
】交
流
駅
を
は
じ
め

火
葬
場
、
い
ち
い

荘
整
備
や
子
育
て
支
援
施

策
な
ど
は
、
当
初
計
画
を

し
っ
か
り
と
立
て
、
町
民

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

かるまい交流駅（仮称）建設場所への新たな道路整備も
計画されています（写真は、平成 29 年６月の現地視察の
様子）

　５人が登壇

※掲載されている質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。
※質問・回答の全文は会議録形式で、町議会ホームページにてご覧いただけます。

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません

603mm×297mm　　三つ折り 185mm 210mm 208mm

Japan Bousaisi Organization

助けられる人から助ける人へ
防災士

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
士
は
誕
生
し
ま
し
た
。

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構

山折り 山折り

防災士制度のご案内
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発行日：平成 30 年1月 10 日

■評議員
青 木　　進 （全国郵便局長会会長）
青 山　幸 恭 （全国警備業協会会長）
麻 生　 泰  （九州経済連合会会長）
池 田　 祥 護 （日本青年会議所会頭）
稲 葉 光 彦 （常葉大学副学長）
上 田　良 一 （日本放送協会会長）
大 沼 　 淳 （日本私立大学協会会長）
岡 本 　 毅 （日本ガス協会会長）
苅 田 知 英 （中国経済連合会会長）
川 勝 平 太 （静岡県知事）
久 和　　進 （北陸経済連合会会長）
神津 里季生 （日本労働組合総連合会会長）
児 玉 　 孝 （日本薬剤師会会長）
小 林 喜 光 　（経済同友会代表幹事）
近 衞 忠 煇 （日本赤十字社社長）
齋 藤 訓 子 （日本看護協会副会長）
榊 原　定 征　（日本経済団体連合会会長）
佐 藤 浩 二　　（全国信用金庫協会会長）
鈴 木 光 二 　（全国自治会連合会会長）
谷 口 博 昭 　（日本道路協会会長）

千 葉 　 昭 　（四国経済連合会会長）
津 島 雄 二 （日本退職公務員連盟会長）
豊 田 鐵 郎 　　（中部経済連合会会長）
中　山　 勇　　（日本フランチャイズチェーン協会会長）
西 川 廣 人   （日本自動車工業会会長）
多 田 正 世   （日本製薬団体連合会会長）
平 野 信 行 　　（全国銀行協会会長）
邉 見 公 雄  （全国自治体病院協議会会長）
堀　 憲 郎  （日本歯科医師会会長）
本 田 英 一 　（日本生活協同組合連合会代表理事会長 ）
松 本　正 義  （関西経済連合会会長）
三 村 明 夫 （日本商工会議所会頭）
宮 﨑 瑞 穂 　（日本病院会副会長）
虫 明 功 臣 （日本河川協会会長）
山 内 隆 司 　　（日本建設業連合会会長）
横 倉 義 武  （日本医師会会長）
吉 田　　永  （日本水道協会理事長）
渡 邉 健 二 （全国通運協会会長）
綿 貫 民 輔  （全国治水砂防協会会長）

伯 野 元 彦  （東京大学名誉教授）
小川 雄二郎  （防災インターナショナル代表）
中 林 一 樹 （明治大学大学院政治経済学研究科特任教授）
目 黒 公 郎  （東京大学大学院情報学環教授）
吉 井 博 明  （東京経済大学名誉教授）

委  員  長
委　 　員
委　 　員
委　 　員
委　 　員

■理事
理 事 長
専務理事
総務理事
総務理事
総務理事
総務理事
総務理事
理　　事

●防災士研修実施都道府県（28自治体）
山形県　茨城県　群馬県　山梨県　静岡県　愛知県　三重県　岐阜県　富山県　石川県　福井県　
奈良県　大阪府　和歌山県　兵庫県　広島県　鳥取県　山口県　徳島県　愛媛県　高知県　福岡県　
大分県　長崎県　佐賀県　熊本県　宮崎県　鹿児島県

●防災士研修実施市区町村（56自治体）
青森県弘前市　栃木県栃木市　栃木県日光市    栃木県大田原市　栃木県壬生町　埼玉県さいたま市
東京都世田谷区・荒川区・中野区・板橋区　神奈川県相模原市　新潟県上越市    新潟県妙高市
新潟県佐渡市　長野県小諸市　愛知県豊橋市    岐阜県大垣市　岐阜県恵那市　岐阜県瑞浪市
岐阜県可児市　岐阜県中津川市　岐阜県関市　岐阜県羽島市 　岐阜県土岐市 　岐阜県海津市 
岐阜県山県市　岐阜県御嵩町　岐阜県八百津町      岐阜県川辺町    岐阜県輪之内町　三重県四日市市
石川県金沢市　石川県輪島市　滋賀県大津市     奈良県広陵町　 大阪府堺市     大阪府八尾市    
兵庫県芦屋市　岡山県赤磐市　広島県広島市　広島県福山市　 山口県宇部市　愛媛県松山市　
愛媛県西条市    愛媛県上島町 　高知県高知市　福岡県福岡市　 熊本県菊池市　熊本県合志市
大分県大分市　大分県佐伯市　佐賀県唐津市　 鹿児島県鹿児島市　 鹿児島県薩摩川内市 　
中越防災安全推進機構　あいち防災恊働社会推進協議会

●防災士研修実施教育機関（26校）
名古屋大学　和歌山大学　山口大学　徳島大学   香川大学　愛媛大学　熊本大学    鹿児島大学　
大阪市立大学　宮崎公立大学　青森中央学院大学　東北福祉大学　作新学院大学　千葉科学大学　
常葉大学　国士舘大学　新潟医療福祉大学　日本大学　松本大学　四日市大学　関西国際大学　
倉敷芸術科学大学    福山大学　福岡大学　明石工業高等専門学校　福島工業高等専門学校

日本防災士機構と協定を締結した自治体、及び研修機関に指定された教育機関は下
記の通り。また、個人への資格取得費用助成を行っている自治体も増加しております。

■監　事

■認証委員会

北 里 敏 明  （弁護士、元総務省消防庁次長）
田 中 義 幸  （公認会計士、日本公会計支援協会理事長）

鈴 木 正 明  （元消防庁長官）
玉 田 三 郎   （防災情報機構理事長）
小宮 多喜次   （元東京消防庁消防総監）
吉 井 一 弥   （元内閣府政策統括官）
渡 邊 伸 司    （全国郵便局長会専務理事）
髙　井　康 行   （全国社会福祉協議会副会長）
竹 内 久 子    （千葉県婦人防災クラブ連絡協議会会長）
伊 藤 和 明  （防災情報機構会長）
井 野 盛 夫  （常葉大学富士キャンパス客員教授）
浦 野 　 修  （日本防災士会理事長）
漆 原 　 肇   （日本労働組合総連合会総合労働局雇用対策局長）
江 川 直 人  （東京都立広尾病院院長）
尾 﨑 幸 朗  （愛媛県県民環境部防災局長）
甘 中 繁 雄  （防災士研修センター代表取締役）
北 村 明 義    （ＮＴＴラーニングシステムズ代表取締役社長）
鬼 頭 平 三  （日本港湾協会副会長）
黒 澤 正 和  （犯罪被害救援基金専務理事、元警察庁生活安全局長）
酒 巻 和 也  （日本テレビ執行役員総務局長兼人事局長）
志 方 俊 之  （帝京大学名誉教授）
嶋 田 裕 之  （日本生活協同組合連合会代表理事専務）
菅 原 英 喜  （トヨタ自動車東京総務部部長）
杉 保 聡 正   （静岡県危機管理部長兼危機管理監代理）
鈴 木 徹 也  （セコムトラストシステムズ専務取締役）
祖父江和夫  （電気通信協会専務理事）
竹 口 文 敏   （大阪ガス取締役総務部長）
田 中 敏 明  （元防衛省陸上自衛隊東北方面総監）
中 板 育 美   （日本看護協会常任理事）
中 埜 良 昭   （東京大学生産技術研究所教授）
伯 野 元 彦  （東京大学名誉教授）
橋 爪 尚 泰      （日本放送協会報道局災害・気象センター長）
橋 本 　 茂  （日本防災士機構事務総長）
福 井　　雅  （関西経済連合会理事・企画広報部長）
藤 原 由 成  （ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長）
松 本 吉 郎   （日本医師会常任理事）
森 田 克 彦  （兵庫県企画県民部災害対策局長）
渡 辺 博 司  （日本建設業連合会常務執行役）

■会長等役職者
最高顧問　 石 原 信 雄 （元内閣官房副長官）
常任顧問　 関 根 則 之 （元消防庁長官）
名誉会長　 古川 貞二郎 （母子愛育会会長、元内閣官房副長官）　　　　　　　　　 

会 　 長　  國 松 孝 次（救急ヘリ病院ネットワーク会長、元警察庁長官）
副 会 長 　尾 池 和 夫 （京都造形芸術大学学長、元京都大学総長）
副 会 長　 鈴 木 英 敬（全国知事会危機管理・防災特別委員会委員長、三重県知事） 
副 会 長　 福　井 　雅（関西経済連合会理事・企画広報部長）

　
い
ま
、
多
く
の
自
治
体
で
は
防
災
士
の
養
成
が
地
域
防

災
力
向
上
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約

4
2
0
の
自
治
体
が
公
費
を
も
っ
て
防
災
士
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
自
治
体
が
委
嘱
す
る
地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
に
、
防
災
士
が
指
名
さ
れ
た
り
、
日
本
防
災
士

会
と
の
防
災
協
定
締
結
の
事
例
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

     

さ
ら
に
、
多
く
の
自
治
体
が
防
災
士
の
活
用
を
進
め
て

お
り
、
防
災
訓
練
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
防
災
意
識
啓
発

に
つ
い
て
も
防
災
士
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
、
地
域
防
災
力
の

担
い
手
が「
防
災
士
」で
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の

転
倒
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
々
の
約
８
割
を
家
族
や
近

隣
住
民
が
救
助
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
教
訓
に

し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
地
域
の
防
災
力
の
担
い
手
と
な

る
防
災
士
で
す
。

　
地
域
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
防
災
と
減
災
の
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
災
害
に
遭
っ
た
時
に
は
、
地
域

の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
被
災
し
た
人
を
救
助
し
た
り
、

火
災
の
初
期
消
火
等
に
努
め
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
、
地
域
全
体
が
”生
き
延
び
る
こ
と
“が
重
要
で
す
。

防
災
士
は
、災
害
時
の
避
難
所
の
運
営

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

に
も 

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
自
治
体
と
連
携
し
た
防
災
意
識

の
啓
発
活
動
に
、
防
災
士
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

防災士研修
講座の受講

防災士資格取得
試験受験・合格

救 急 救 命
講 習 受 講

防
災
士
認
証
登
録
申
請

防
災
士
資
格
取
得

プラス

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
③日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。        以上の要件と手順が必要です。

〈
我
が
家
の
安
全
〉

　
家
族
と
災
害
を
予
め
想
定
し
て
、

我
が
家
の
安
全
を
図
る
こ
と
。 

家
の

耐
震
補
強
、
家
具
固
定
、
備
蓄
品

の
用
意
、
家
族
間
で
の
安
否
確
認

方
法
の
と
り
決
め
、
避
難
所
や
避

難
路
の
確
認
な
ど
、
家
族
が
事
前

に
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
で

き
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

〈
職
場
の
安
全
〉
　

　
職
場
の
理
解
を
得
て
、
建
物
の

耐
震
性
の
確
認
、
書
類
庫
・
事
務

機
等
の
固
定
、
水
・
食
糧
の
備
蓄
等
、

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
整
備

に
積
極
的
に
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

〈
地
域
の
安
全
〉

　
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
に
積
極
的

に
加
わ
り
、
ま
た
近
隣
と
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
し
、
顔
と
顔
が
見

え
る
関
係
を
普
段
か
ら
つ
く
り
上

げ
る
よ
う
、
周
囲
へ
の
働
き
か
け

に
努
め
る
こ
と
は
、
防
災
士
の
大

き
な
地
域
貢
献
と
な
り
ま
す
。

消防署・日本赤十字社等

●研修費用個人向け助成の自治体（338 自治体：当機構の調査範囲）
北海道・東北
■北海道
名寄市
根室市
函館市
北斗市
浦河町
上富良野町
栗山町
黒松内町
新十津川町
天塩町
美幌町
和寒町
■青森県
青森市
十和田市
八戸市
弘前市
三沢市
おいらせ町
■秋田県
能代市
■山形県
山形県
南陽市
川西町
舟形町
最上町
■岩手県
釜石市
二戸市
■宮城県
石巻市
角田市
■福島県
福島県
いわき市
福島市
南相馬市

関東・甲信越
■栃木県
小山市
さくら市
佐野市
那須塩原市
日光市
壬生町
■群馬県
館林市
■埼玉県
上尾市
熊谷市
白岡市
戸田市
杉戸町

■茨城県
笠間市
かすみがうら市
神栖市
古河市
常総市
取手市
常陸太田市
守谷市
龍ヶ崎市
河内町
利根町
八千代町
美浦町
■千葉県
我孫子市
勝浦市
山武市
館山市
銚子市
南房総市
横芝光町
長生村
■東京都
青梅市
立川市
足立区
江東区
新宿区
中野区
文京区
港区
目黒区
■山梨県
山梨県
大月市
甲州市
中央市
都留市
韮崎市
南アルプス市
昭和町
■新潟県
魚沼市
柏崎市
上越市
胎内市
長岡市
新潟市
妙高市
村上市
出雲崎町
田上町
粟島浦村
■長野県
伊那市
駒ヶ根市

小諸市
佐久市
茅野市
長野市
飯島町
辰野町
箕輪町
南箕輪村

東海・北陸
■静岡県
菊川市
三島市
小山町
河津町
函南町
■岐阜県
岐阜県
恵那市
海津市
可児市
郡上市
下呂市
多治見市
土岐市
中津川市
羽島市
瑞浪市
美濃加茂市
本巣市
山県市
大野町
笠松町
岐南町
坂祝町
御嵩町
養老町
輪之内町
■愛知県
愛知県
大府市
新城市
豊川市
豊山町
■三重県
伊勢市
松坂市
■富山県
富山県
射水市
魚津市
小矢部市
黒部市
高岡市
砺波市
富山市
滑川市

南砺市
朝日町
入善町
■石川県
石川県
加賀市
金沢市
かほく市
小松市
珠洲市
野々市市
能美市
白山市
輪島市
内灘町
川北町
志賀町
津幡町
能登町
宝達志水町
■福井県
福井県
越前市
勝山市
池田町
越前町
おおい町

近畿
■京都府
宇治田原町
久御山町
■滋賀県
大津市
甲賀市
湖南市
栗東市
■大阪府
泉佐野市
大阪狭山市
河南町
■奈良県
葛城市
天理市
安堵町
王寺町
河合町
上牧町
広陵町
三郷町
田原本町
■和歌山県
有田市
海南市
田辺市
和歌山市
有田川町

那智勝浦町
日高町
みなべ町
美浜町
■兵庫県
芦屋市
尼崎市
淡路市
伊丹市
川西市
篠山市
丹波市
南あわじ市
猪名川町
多可町

中国・四国
■岡山県
岡山県
赤磐市
浅口市
井原市
笠岡市
倉敷市
瀬戸内市
総社市
高梁市
玉野市
新見市
備前市
真庭市
美作市
里庄町
勝央町
早島町
美咲町
■広島県
安芸高田市
尾道市
廿日市市
府中市
三原市
東区
北広島町
熊野町
■鳥取県
倉吉市
琴浦町
日吉津村
■島根県
浜田市
松江市
邑南町
津和野町
美郷町
吉賀町
■山口県

山陽小野田市
下関市
光市
防府市
平生町
和木町
■愛媛県
愛媛県
伊予市
宇和島市
西条市
四国中央市
西予市
東温市
新居浜市
松山市
八幡浜市
愛南町
伊方町
上島町
鬼北町
久万高原町
砥部町
松野町
松前町
■徳島県
徳島市
藍住町
石井町
松茂町
■香川県
香川県
観音寺市
坂出市
さぬき市
善通寺市
高松市
東かがわ市
三豊市
綾川町
宇多津町
琴平町
多度津町
土庄町
まんのう町
三木町
■高知県
高知県
安芸市
香美市
高知市
土佐清水市
室戸市
四万十町
中土佐町
檮原町
三原村

九州・沖縄
■福岡県
糸島市
小郡市
久留米市
古賀市
豊前市
宗像市
宇美町
岡垣町
遠賀町
■長崎県
長崎県
西海市
■大分県
臼杵市
大分市
杵築市
佐伯市
津久見市
日田市
豊後大野市
別府市
由布市
日出町
■熊本県
合志市
水俣市
山鹿市
大津町
多良木町
長洲町
■宮崎県
宮崎県
串間市
西都市
延岡市
日向市
宮崎市
綾町
門川町
木城町
五ヶ瀬町
高千穂町
都農町
三股町
椎葉村
■沖縄県
豊見城市

〒102-0082 東京都千代田区一番町25番地（全国町村議員会館5階）   TEL 03-3234-1511  FAX 03-3234-1380  
http://bousaisi.jp/ 　　　Mail: webmaster@bousaisi.jp

認定特定非営利活動法人日本防災士機構

5,008名
10,620名

16,955名
22,983名

30,645名

39,204名
43,948名

63,542 名

77,632 名

109,093名

92,100名

50,273 名

25 年 　 26 年　  27 年 　28 年      29 年（度）　24 年23 年22 年21 年20 年19 年18 年17 年16 年平成15年

128,252名

1,581名

（平成 29年12月末現在）
全国に140,361名

認証者年度別累計
140,361名

0
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60,000

90,000

120,000

150,000

防災士は

◀軽米町議会ＨＰ
　 QR コード

議会の傍聴にお越しください

次回の町議会定例会は

２月 28 日開会予定です

一般質問

質問議員 質問事項 関連写真

　山本町政４期目の重要施策「交流駅構想」
　　　計画に一貫性が無かったのではないか

　町のイベントＰＲ
　　　多くの方が参加できるよう積極展開を

　町長の新聞報道
　　　書類送検の経過説明を

　いちい荘の新築移転
　　　建設予定地を無償提供する理由は

　防災対策
　　　防災士資格取得に助成する考えはないか

　百人委員会
　　　委員会の提言書に対しどう取り組むか

　町の活性化
　　　次期総合発展計画は町民総参加で策定を

　山本町長４期目の施策
　　　国民健康保険税の負担軽減施策の継続を

　山本町長４期目の施策
　　　住宅リフォーム助成制度の継続を

　子育て支援
　　　保育園民営化は見直すべき

中村正志
（７ページ）

田村せつ
（８ページ）

山本幸男
（９ページ）

茶屋　隆
（10 ページ）

古舘機智男
（11 ページ）
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 （※）ＳＮＳ＝ソーシャル・ネットワーキング・サービス

一般質問

山
や ま も と

本 幸
ゆ き お

男山
や ま も と

本 幸
ゆ き お

男 田
た む ら

村 せつ

一般質問

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

問書類送検の経過説明を

答 告訴時の一般的手続きで、事実無根

町長のわいせつ報道

町長
【
問
】町
長
の
新
聞
報
道

の
そ
の
後
に
つ
い

て
伺
う
。
二
戸
警
察
署
か

ら
書
類
送
検
さ
れ
た
と
聞

く
が
、
疑
い
が
高
ま
っ
た

こ
と
か
。

【
町
長
】
９
月
定
例
会
の

答
弁
同
様
、
事
実
無
根
に

変
わ
り
は
な
い
。
警
察
か

ら
検
察
に
送
致
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
が
、
事
件
性

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
告

訴
の
場
合
に
一
般
的
に
行

わ
れ
る
手
続
き
で
あ
る
。

い
ず
れ
潔
白
が
明
ら
か
に

な
り
、
不
起
訴
処
分
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】事
実
無
根
で
あ
る

な
ら
ば
、
積
極
的

に
誤
解
を
解
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
虚
偽
の
告
訴
で
、

私
を
お
と
し
め
よ
う
と
す

る
行
為
で
あ
り
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
。
個
人
的
事
項

で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
答

弁
は
差
し
控
え
る
。

【
問
】現
在
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

【
町
長
】
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
実
施
設
計
を
、

町
は
旧
農
業
試
験
場
跡
地

の
分
筆
登
記
に
向
け
た
測

量
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

町営新萩田２号住宅（仮称）の造成工事が行われる旧県北農
業試験場跡地

問ＰＲ活動の積極展開を

答 ＳＮＳでのフォトコンテストを計画

冬灯りイルミネーション

町長

【
問
】町
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
協
議
に
問

題
は
な
い
か
。

【
町
長
】
両
者
で
整
備
事

業
推
進
部
会
を
組
織
。
財

政
面
、
建
設
、
建
築
法
規

面
な
ど
で
支
援
し
て
お
り

【
問
】建
設
地
を
無
償
提

供
す
る
理
由
は
。

【
町
長
】
都
市
計
画
法
で
、

土
地
所
有
者
が
同
一
の
場

合
、
１
ha
を
超
え
る
事
業

実
施
に
は
開
発
許
可
が
必

要
と
な
る
。
手
続
等
で
目

標
年
度
の
完
成
が
見
込
め

な
く
な
る
た
め
、
譲
渡
に

よ
り
町
営
住
宅
整
備
を
行

う
町
と
、
い
ち
い
荘
建
設

を
行
う
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
に
所
有
者
を
分
け
、

早
期
の
完
成
を
目
指
す
。

【
問
】い
ち
い
荘
建
設
予

定
地
と
、
隣
接
す

る
町
営
住
宅
用
地
の
造
成

に
要
し
た
費
用
、財
源
は
。

【
町
長
】
い
ち
い
荘
建
設

用
地
の
造
成
は
行
っ
て
い

な
い
。
町
営
住
宅
用
地

は
、
29
、
30
年
度
の
２
カ

年
で
約
１
億
１
３
２
４
万

円
、
う
ち
国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
か
ら
約

５
千
万
円
の
助
成
を
受
け

て
い
る
。

【
問
】町
で
は
四
季
を
通

じ
た
イ
ベ
ン
ト
を

い
ろ
い
ろ
開
催
し
て
い
る

が
、
町
民
の
参
加
が
あ
っ

て
こ
そ
盛
り
上
が
る
と
思

う
。
Ｐ
Ｒ
活
動
は
ど
の
よ

う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
ご
指
摘
の
と
お

り
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
募

る
Ｐ
Ｒ
活
動
は
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
各
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
の
作
成
、
広
報
紙
・
広

告
へ
の
掲
載
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
情
報
無
線
、
か

る
ま
い
テ
レ
ビ
な
ど
を
使

い
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】中
で
も
災
害
復
興

を
祈
念
し
た
夢
灯

り
や
冬
灯
り
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
も
た
く
さ
ん
参

加
し
て
ほ
し
い
。
こ
う
し

12 月 9 日の冬灯りイルミネーション点灯式には、飾り付けを行った
16 団体ほか多くの町民が見守る中、行われました

た
Ｐ
Ｒ
活
動
は
い
か
に

行
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
10
月
の
夢
灯
り

で
は
、
自
治
公
民
館
長
を

通
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
と
チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布

を
実
施
し
た
。

　

冬
灯
り
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
に
は
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
電
飾
の
飾
り
付
け
に

協
力
い
た
だ
い
た
団
体
を

招
待
す
る
ほ
か
、
ラ
ジ
オ

番
組
で
の
告
知
や
チ
ラ
シ

の
新
聞
折
り
込
み
を
行
っ

て
い
る
。
加
え
て
こ
と
し

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
※
）
で
の

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
実

施
す
る
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
、

更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

【
問
】町
内
ば
か
り
で
な

く
、
例
え
ば
在
八

軽
米
郷
和
会
な
ど
町
外
か

ら
も
招
待
す
る
な
ど
、
多

く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
し

な
い
か
。
特
に
、
若
手
職

員
の
ア
イ
デ
ア
や
企
画
を

期
待
し
て
い
る
。

【
町
長
】
今
後
は
年
間
イ

ベ
ン
ト
の
資
料
等
を
作
成

し
、
各
団
体
組
織
に
配
布

い
た
だ
く
な
ど
Ｐ
Ｒ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

カメラのほか携帯電話、スマートフォ
ンなどで撮影した画像をＳＮＳで応
募できる写真コンテストを実施

インターネットを利用した個人間のコミュニケーションをつなぐ社会
的ネットワークサービス。会員制交流サイトには様々あり、フェイス
ブックやツイッター、インスタグラムなどが多く利用されている。

土
地
無
償
提
供
の
理
由
は

早
期
完
成
に
土
地
所
有
者
を
分
離

問町
長

問
題
は
な
い
。

【
問
】町
内
の
入

所
待
機
者

及
び
介
護
度
３
以

上
の
方
の
数
は
。

【
町
長
】
12
月
３

日
現
在
の
入
所
待

機
者
は
、
い
ち
い

荘
72
名
、
く
つ
ろ

ぎ
の
家
73
名
。
介

護
度
３
以
上
の
方

は
同
じ
く
71
名
と

72
名
。
待
機
者
に

は
重
複
も
あ
る
。

い
ち
い
荘
の
新
築
移
転

◀「Instagram フォトコンテスト
　　～かるまいイルミ 2018」
　（軽米町観光協会ＨＰ） QR コード
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茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

一般質問 　  　　　研修レポート

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

一般質問

古
ふるだて

舘 機
き ち お

智男

問防災士資格取得に助成を

答 自主防組織支援の中で検討したい

防災対策

町長

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

問町民負担軽減への施策を

答 慎重に検討、極端な増額は避けたい

国民健康保険税

町長

次は👈👈

【
問
】自
主
防
災
組
織
の

町
内
の
状
況
は
。

【
町
長
】
本
年
度
３
組
織

増
え
９
組
織
に
。
費
用
助

成
と
説
明
会
開
催
な
ど
引

き
続
き
推
進
し
て
い
く
。

【
問
】町
内
の
防
災
士
認

証
状
況
は
。

【
町
長
】
認
証
団
体
の
日

本
防
災
士
機
構
に
よ
る
と

町
内
で
９
名
が
認
証
さ
れ

て
い
る
。

【
問
】防
災
士
の
認
証
に

必
要
な
費
用
を
助

成
し
地
域
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
し
な
い
か
。

【
町
長
】
自
主
防
災
組
織

活
動
へ
の
助
成
制
度
の
中

で
検
討
し
た
い
。

603mm×297mm　　三つ折り 185mm 210mm 208mm

Japan Bousaisi Organization

助けられる人から助ける人へ
防災士

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
防
災
士
は
誕
生
し
ま
し
た
。

認定特定非営利活動法人

日本防災士機構
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■評議員
青 木　　進 （全国郵便局長会会長）
青 山　幸 恭 （全国警備業協会会長）
麻 生　 泰  （九州経済連合会会長）
池 田　 祥 護 （日本青年会議所会頭）
稲 葉 光 彦 （常葉大学副学長）
上 田　良 一 （日本放送協会会長）
大 沼 　 淳 （日本私立大学協会会長）
岡 本 　 毅 （日本ガス協会会長）
苅 田 知 英 （中国経済連合会会長）
川 勝 平 太 （静岡県知事）
久 和　　進 （北陸経済連合会会長）
神津 里季生 （日本労働組合総連合会会長）
児 玉 　 孝 （日本薬剤師会会長）
小 林 喜 光 　（経済同友会代表幹事）
近 衞 忠 煇 （日本赤十字社社長）
齋 藤 訓 子 （日本看護協会副会長）
榊 原　定 征　（日本経済団体連合会会長）
佐 藤 浩 二　　（全国信用金庫協会会長）
鈴 木 光 二 　（全国自治会連合会会長）
谷 口 博 昭 　（日本道路協会会長）

千 葉 　 昭 　（四国経済連合会会長）
津 島 雄 二 （日本退職公務員連盟会長）
豊 田 鐵 郎 　　（中部経済連合会会長）
中　山　 勇　　（日本フランチャイズチェーン協会会長）
西 川 廣 人   （日本自動車工業会会長）
多 田 正 世   （日本製薬団体連合会会長）
平 野 信 行 　　（全国銀行協会会長）
邉 見 公 雄  （全国自治体病院協議会会長）
堀　 憲 郎  （日本歯科医師会会長）
本 田 英 一 　（日本生活協同組合連合会代表理事会長 ）
松 本　正 義  （関西経済連合会会長）
三 村 明 夫 （日本商工会議所会頭）
宮 﨑 瑞 穂 　（日本病院会副会長）
虫 明 功 臣 （日本河川協会会長）
山 内 隆 司 　　（日本建設業連合会会長）
横 倉 義 武  （日本医師会会長）
吉 田　　永  （日本水道協会理事長）
渡 邉 健 二 （全国通運協会会長）
綿 貫 民 輔  （全国治水砂防協会会長）

伯 野 元 彦  （東京大学名誉教授）
小川 雄二郎  （防災インターナショナル代表）
中 林 一 樹 （明治大学大学院政治経済学研究科特任教授）
目 黒 公 郎  （東京大学大学院情報学環教授）
吉 井 博 明  （東京経済大学名誉教授）

委  員  長
委　 　員
委　 　員
委　 　員
委　 　員

■理事
理 事 長
専務理事
総務理事
総務理事
総務理事
総務理事
総務理事
理　　事

●防災士研修実施都道府県（28自治体）
山形県　茨城県　群馬県　山梨県　静岡県　愛知県　三重県　岐阜県　富山県　石川県　福井県　
奈良県　大阪府　和歌山県　兵庫県　広島県　鳥取県　山口県　徳島県　愛媛県　高知県　福岡県　
大分県　長崎県　佐賀県　熊本県　宮崎県　鹿児島県

●防災士研修実施市区町村（56自治体）
青森県弘前市　栃木県栃木市　栃木県日光市    栃木県大田原市　栃木県壬生町　埼玉県さいたま市
東京都世田谷区・荒川区・中野区・板橋区　神奈川県相模原市　新潟県上越市    新潟県妙高市
新潟県佐渡市　長野県小諸市　愛知県豊橋市    岐阜県大垣市　岐阜県恵那市　岐阜県瑞浪市
岐阜県可児市　岐阜県中津川市　岐阜県関市　岐阜県羽島市 　岐阜県土岐市 　岐阜県海津市 
岐阜県山県市　岐阜県御嵩町　岐阜県八百津町      岐阜県川辺町    岐阜県輪之内町　三重県四日市市
石川県金沢市　石川県輪島市　滋賀県大津市     奈良県広陵町　 大阪府堺市     大阪府八尾市    
兵庫県芦屋市　岡山県赤磐市　広島県広島市　広島県福山市　 山口県宇部市　愛媛県松山市　
愛媛県西条市    愛媛県上島町 　高知県高知市　福岡県福岡市　 熊本県菊池市　熊本県合志市
大分県大分市　大分県佐伯市　佐賀県唐津市　 鹿児島県鹿児島市　 鹿児島県薩摩川内市 　
中越防災安全推進機構　あいち防災恊働社会推進協議会

●防災士研修実施教育機関（26校）
名古屋大学　和歌山大学　山口大学　徳島大学   香川大学　愛媛大学　熊本大学    鹿児島大学　
大阪市立大学　宮崎公立大学　青森中央学院大学　東北福祉大学　作新学院大学　千葉科学大学　
常葉大学　国士舘大学　新潟医療福祉大学　日本大学　松本大学　四日市大学　関西国際大学　
倉敷芸術科学大学    福山大学　福岡大学　明石工業高等専門学校　福島工業高等専門学校

日本防災士機構と協定を締結した自治体、及び研修機関に指定された教育機関は下
記の通り。また、個人への資格取得費用助成を行っている自治体も増加しております。

■監　事

■認証委員会

北 里 敏 明  （弁護士、元総務省消防庁次長）
田 中 義 幸  （公認会計士、日本公会計支援協会理事長）

鈴 木 正 明  （元消防庁長官）
玉 田 三 郎   （防災情報機構理事長）
小宮 多喜次   （元東京消防庁消防総監）
吉 井 一 弥   （元内閣府政策統括官）
渡 邊 伸 司    （全国郵便局長会専務理事）
髙　井　康 行   （全国社会福祉協議会副会長）
竹 内 久 子    （千葉県婦人防災クラブ連絡協議会会長）
伊 藤 和 明  （防災情報機構会長）
井 野 盛 夫  （常葉大学富士キャンパス客員教授）
浦 野 　 修  （日本防災士会理事長）
漆 原 　 肇   （日本労働組合総連合会総合労働局雇用対策局長）
江 川 直 人  （東京都立広尾病院院長）
尾 﨑 幸 朗  （愛媛県県民環境部防災局長）
甘 中 繁 雄  （防災士研修センター代表取締役）
北 村 明 義    （ＮＴＴラーニングシステムズ代表取締役社長）
鬼 頭 平 三  （日本港湾協会副会長）
黒 澤 正 和  （犯罪被害救援基金専務理事、元警察庁生活安全局長）
酒 巻 和 也  （日本テレビ執行役員総務局長兼人事局長）
志 方 俊 之  （帝京大学名誉教授）
嶋 田 裕 之  （日本生活協同組合連合会代表理事専務）
菅 原 英 喜  （トヨタ自動車東京総務部部長）
杉 保 聡 正   （静岡県危機管理部長兼危機管理監代理）
鈴 木 徹 也  （セコムトラストシステムズ専務取締役）
祖父江和夫  （電気通信協会専務理事）
竹 口 文 敏   （大阪ガス取締役総務部長）
田 中 敏 明  （元防衛省陸上自衛隊東北方面総監）
中 板 育 美   （日本看護協会常任理事）
中 埜 良 昭   （東京大学生産技術研究所教授）
伯 野 元 彦  （東京大学名誉教授）
橋 爪 尚 泰      （日本放送協会報道局災害・気象センター長）
橋 本 　 茂  （日本防災士機構事務総長）
福 井　　雅  （関西経済連合会理事・企画広報部長）
藤 原 由 成  （ひょうご震災記念21世紀研究機構副理事長）
松 本 吉 郎   （日本医師会常任理事）
森 田 克 彦  （兵庫県企画県民部災害対策局長）
渡 辺 博 司  （日本建設業連合会常務執行役）

■会長等役職者
最高顧問　 石 原 信 雄 （元内閣官房副長官）
常任顧問　 関 根 則 之 （元消防庁長官）
名誉会長　 古川 貞二郎 （母子愛育会会長、元内閣官房副長官）　　　　　　　　　 

会 　 長　  國 松 孝 次（救急ヘリ病院ネットワーク会長、元警察庁長官）
副 会 長 　尾 池 和 夫 （京都造形芸術大学学長、元京都大学総長）
副 会 長　 鈴 木 英 敬（全国知事会危機管理・防災特別委員会委員長、三重県知事） 
副 会 長　 福　井 　雅（関西経済連合会理事・企画広報部長）

　
い
ま
、
多
く
の
自
治
体
で
は
防
災
士
の
養
成
が
地
域
防

災
力
向
上
に
有
効
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
約

4
2
0
の
自
治
体
が
公
費
を
も
っ
て
防
災
士
の
養
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、地
域
の
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
、
自
治
体
が
委
嘱
す
る
地
域
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
な
ど
に
、
防
災
士
が
指
名
さ
れ
た
り
、
日
本
防
災
士

会
と
の
防
災
協
定
締
結
の
事
例
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

     

さ
ら
に
、
多
く
の
自
治
体
が
防
災
士
の
活
用
を
進
め
て

お
り
、
防
災
訓
練
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
防
災
意
識
啓
発

に
つ
い
て
も
防
災
士
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
、
地
域
防
災
力
の

担
い
手
が「
防
災
士
」で
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
家
具
の

転
倒
の
下
敷
き
と
な
っ
た
人
々
の
約
８
割
を
家
族
や
近

隣
住
民
が
救
助
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
教
訓
に

し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
地
域
の
防
災
力
の
担
い
手
と
な

る
防
災
士
で
す
。

　
地
域
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
、
防
災
と
減
災
の
知
識

や
技
能
を
身
に
つ
け
て
、
災
害
に
遭
っ
た
時
に
は
、
地
域

の
人
々
が
協
力
し
合
っ
て
被
災
し
た
人
を
救
助
し
た
り
、

火
災
の
初
期
消
火
等
に
努
め
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
、
地
域
全
体
が
”生
き
延
び
る
こ
と
“が
重
要
で
す
。

防
災
士
は
、災
害
時
の
避
難
所
の
運
営

被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

に
も 

取
り
組
み
ま
す
。

地
域
自
治
体
と
連
携
し
た
防
災
意
識

の
啓
発
活
動
に
、
防
災
士
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

防災士研修
講座の受講

防災士資格取得
試験受験・合格

救 急 救 命
講 習 受 講

防
災
士
認
証
登
録
申
請

防
災
士
資
格
取
得

プラス

防災士の資格を
取得するには

①日本防災士機構認証の研修機関・大学等学校・自治体が開催する研修講座を受講する。
②消防署、日本赤十字社等が実施する 「救急救命講習」の受講修了証を取得する。
③日本防災士機構が実施する「防災士資格取得試験」を受験し合格する。
④日本防災士機構に防災士認証登録申請を行う。        以上の要件と手順が必要です。

〈
我
が
家
の
安
全
〉

　
家
族
と
災
害
を
予
め
想
定
し
て
、

我
が
家
の
安
全
を
図
る
こ
と
。 

家
の

耐
震
補
強
、
家
具
固
定
、
備
蓄
品

の
用
意
、
家
族
間
で
の
安
否
確
認

方
法
の
と
り
決
め
、
避
難
所
や
避

難
路
の
確
認
な
ど
、
家
族
が
事
前

に
備
え
る
こ
と
で
被
害
を
軽
減
で

き
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

〈
職
場
の
安
全
〉
　

　
職
場
の
理
解
を
得
て
、
建
物
の

耐
震
性
の
確
認
、
書
類
庫
・
事
務

機
等
の
固
定
、
水
・
食
糧
の
備
蓄
等
、

災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
の
整
備

に
積
極
的
に
参
画
し
ま
し
ょ
う
。

〈
地
域
の
安
全
〉

　
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
に
積
極
的

に
加
わ
り
、
ま
た
近
隣
と
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
し
、
顔
と
顔
が
見

え
る
関
係
を
普
段
か
ら
つ
く
り
上

げ
る
よ
う
、
周
囲
へ
の
働
き
か
け

に
努
め
る
こ
と
は
、
防
災
士
の
大

き
な
地
域
貢
献
と
な
り
ま
す
。

消防署・日本赤十字社等

●研修費用個人向け助成の自治体（338 自治体：当機構の調査範囲）
北海道・東北
■北海道
名寄市
根室市
函館市
北斗市
浦河町
上富良野町
栗山町
黒松内町
新十津川町
天塩町
美幌町
和寒町
■青森県
青森市
十和田市
八戸市
弘前市
三沢市
おいらせ町
■秋田県
能代市
■山形県
山形県
南陽市
川西町
舟形町
最上町
■岩手県
釜石市
二戸市
■宮城県
石巻市
角田市
■福島県
福島県
いわき市
福島市
南相馬市

関東・甲信越
■栃木県
小山市
さくら市
佐野市
那須塩原市
日光市
壬生町
■群馬県
館林市
■埼玉県
上尾市
熊谷市
白岡市
戸田市
杉戸町

■茨城県
笠間市
かすみがうら市
神栖市
古河市
常総市
取手市
常陸太田市
守谷市
龍ヶ崎市
河内町
利根町
八千代町
美浦町
■千葉県
我孫子市
勝浦市
山武市
館山市
銚子市
南房総市
横芝光町
長生村
■東京都
青梅市
立川市
足立区
江東区
新宿区
中野区
文京区
港区
目黒区
■山梨県
山梨県
大月市
甲州市
中央市
都留市
韮崎市
南アルプス市
昭和町
■新潟県
魚沼市
柏崎市
上越市
胎内市
長岡市
新潟市
妙高市
村上市
出雲崎町
田上町
粟島浦村
■長野県
伊那市
駒ヶ根市

小諸市
佐久市
茅野市
長野市
飯島町
辰野町
箕輪町
南箕輪村

東海・北陸
■静岡県
菊川市
三島市
小山町
河津町
函南町
■岐阜県
岐阜県
恵那市
海津市
可児市
郡上市
下呂市
多治見市
土岐市
中津川市
羽島市
瑞浪市
美濃加茂市
本巣市
山県市
大野町
笠松町
岐南町
坂祝町
御嵩町
養老町
輪之内町
■愛知県
愛知県
大府市
新城市
豊川市
豊山町
■三重県
伊勢市
松坂市
■富山県
富山県
射水市
魚津市
小矢部市
黒部市
高岡市
砺波市
富山市
滑川市

南砺市
朝日町
入善町
■石川県
石川県
加賀市
金沢市
かほく市
小松市
珠洲市
野々市市
能美市
白山市
輪島市
内灘町
川北町
志賀町
津幡町
能登町
宝達志水町
■福井県
福井県
越前市
勝山市
池田町
越前町
おおい町

近畿
■京都府
宇治田原町
久御山町
■滋賀県
大津市
甲賀市
湖南市
栗東市
■大阪府
泉佐野市
大阪狭山市
河南町
■奈良県
葛城市
天理市
安堵町
王寺町
河合町
上牧町
広陵町
三郷町
田原本町
■和歌山県
有田市
海南市
田辺市
和歌山市
有田川町

那智勝浦町
日高町
みなべ町
美浜町
■兵庫県
芦屋市
尼崎市
淡路市
伊丹市
川西市
篠山市
丹波市
南あわじ市
猪名川町
多可町

中国・四国
■岡山県
岡山県
赤磐市
浅口市
井原市
笠岡市
倉敷市
瀬戸内市
総社市
高梁市
玉野市
新見市
備前市
真庭市
美作市
里庄町
勝央町
早島町
美咲町
■広島県
安芸高田市
尾道市
廿日市市
府中市
三原市
東区
北広島町
熊野町
■鳥取県
倉吉市
琴浦町
日吉津村
■島根県
浜田市
松江市
邑南町
津和野町
美郷町
吉賀町
■山口県

山陽小野田市
下関市
光市
防府市
平生町
和木町
■愛媛県
愛媛県
伊予市
宇和島市
西条市
四国中央市
西予市
東温市
新居浜市
松山市
八幡浜市
愛南町
伊方町
上島町
鬼北町
久万高原町
砥部町
松野町
松前町
■徳島県
徳島市
藍住町
石井町
松茂町
■香川県
香川県
観音寺市
坂出市
さぬき市
善通寺市
高松市
東かがわ市
三豊市
綾川町
宇多津町
琴平町
多度津町
土庄町
まんのう町
三木町
■高知県
高知県
安芸市
香美市
高知市
土佐清水市
室戸市
四万十町
中土佐町
檮原町
三原村

九州・沖縄
■福岡県
糸島市
小郡市
久留米市
古賀市
豊前市
宗像市
宇美町
岡垣町
遠賀町
■長崎県
長崎県
西海市
■大分県
臼杵市
大分市
杵築市
佐伯市
津久見市
日田市
豊後大野市
別府市
由布市
日出町
■熊本県
合志市
水俣市
山鹿市
大津町
多良木町
長洲町
■宮崎県
宮崎県
串間市
西都市
延岡市
日向市
宮崎市
綾町
門川町
木城町
五ヶ瀬町
高千穂町
都農町
三股町
椎葉村
■沖縄県
豊見城市

〒102-0082 東京都千代田区一番町25番地（全国町村議員会館5階）   TEL 03-3234-1511  FAX 03-3234-1380  
http://bousaisi.jp/ 　　　Mail: webmaster@bousaisi.jp

認定特定非営利活動法人日本防災士機構

5,008名
10,620名

16,955名
22,983名

30,645名

39,204名
43,948名

63,542 名

77,632 名

109,093名

92,100名

50,273 名

25 年 　 26 年　  27 年 　28 年      29 年（度）　24 年23 年22 年21 年20 年19 年18 年17 年16 年平成15年

128,252名

1,581名

（平成 29年12月末現在）
全国に140,361名

認証者年度別累計
140,361名
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防災士は

【
問
】メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
施

設
で
の
自
然
災
害

発
生
が
心
配
さ
れ
る
。
調

整
池
を
調
査
監
視
す
る
組

織
を
立
ち
上
げ
な
い
か
。

【
町
長
】
洪
水
調
整
池
は

事
業
者
が
巡
回
監
視
し
、

カ
メ
ラ
を
設
置
し
常
時
監

視
を
行
う
。
沈
砂
池
は
７

割
ほ
ど
土
砂
が
堆
積
し
た

場
合
、
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫
（
堆
積
物
の

除
去
）
を
実
施
し
機
能
維

持
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

【
問
】次
期
総
合
発
展
計

画
の
策
定
は
、
次

代
を
担
う
町
中
堅
職
員
と

実
践
経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア

世
代
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
次
期
計
画
の
策

定
は
31
年
度
か
ら
着
手
し

た
い
。
町
職
員
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
、町
民
参
画
、

若
い
世
代
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
進
め
た
い
。

【
問
】町
内
に
は
各
年
代

に
優
れ
た
人
材
が

数
多
く
い
る
。協
働
参
画
、

町
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
期
待
す
る
。

【
町
長
】
活
性
化
に
は
人

材
育
成
と
雇
用
を
生
む
組

織
づ
く
り
が
重
要
。
真
摯

に
受
け
止
め
取
り
組
む
。

提
言
書
へ
の
対
応
い
か
に

状
況
を
報
告
、
予
算
化
も
検
討

問答
町
長

【
問
】提
言
書
へ
の
町
の

対
応
、
取
り
組
み

状
況
は
い
か
に
。

【
町
長
】
直
ち
に
対
応
で

き
る
も
の
は
実
施
し
、
対

応
で
き
な
い
事
項
は
そ
の

後
の
状
況
や
方
針
等
を
委

員
に
報
告
し
て
い
る
。
31

年
度
の
予
算
編
成
に
お
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

【
問
】２
期
目
が
終
了
す

る
が
、
来
年
度
以

降
も
継
続
す
る
の
か
。

【
町
長
】
検
討
し
た
い
。

百人委員会

町
民
総
参
加
で
計
画
策
定
を

町
民
参
画
で
31
年
度
か
ら
着
手

問答
町
長

町の活性化

地域防災活動のリーダーとして防災
士の養成は必要不可欠です（写真は、
日本防災士機構パンレット）

【
問
】国
民
健
康
保
険
の

運
営
主
体
が
県
に

移
行
し
た
が
、
今
後
も
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
国
保
税
の
引
き
上
げ
は

し
な
い
姿
勢
に
変
わ
り
は

な
い
か
。

【
町
長
】
県
の
方
針
で
は

一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
入
は
解
消
又
は
削
減
す

べ
き
と
し
て
い
る
。
し
か

し
町
民
負
担
を
考
慮
し
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

【
問
】短
期
被
保
険
者
証

の
発
行
は
、
廃
止

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
保
険
証
の
更
新

時
を
納
税
相
談
の
機
会
と

捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況

に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い

る
。
税
の
公
平
公
正
の
確

保
が
目
的
で
あ
り
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

【
問
】均
等
割
保
険
税
に

は
、
子
ど
も
を
対

象
に
し
な
い
軽
減
措
置
を

検
討
し
な
い
か
。

【
町
長
】
国
保
関
係
団
体

か
ら
国
へ
要
望
が
行
わ
れ

て
い
る
。
町
と
し
て
は
保

険
税
が
極
端
に
上
が
ら
な

い
よ
う
努
力
し
た
い
。

【
問
】財
政
効
率
優
先
で

保
育
園
を
民
営
化

す
る
こ
と
に
反
対
で
あ

る
。
見
直
し
を
求
め
る
。

【
町
長
】
町
営
に
比
べ
民

営
は
国
の
財
政
支
援
が
多

く
、
民
間
な
ら
で
は
の
創

意
工
夫
と
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
も
期
待
さ
れ
る
。

た
だ
し
民
営
化
を
急
ぐ
つ

も
り
は
な
く
、
国
の
動
向

を
み
な
が
ら
進
め
た
い
。

住リ
フ
ォ
ー
ム

宅
改
修
助
成
の
継
続
を

今
後
も
継
続
し
た
い

問答
町
長

【
問
】地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
の
高
い
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
継
続
し
な
い
か
。

【
町
長
】
住
民
の
居
住
環

境
の
向
上
と
商
工
業
の
活

性
化
に
有
効
で
あ
り
、
今

後
も
継
続
し
た
い
。

【
問
】自
治
体
発
注
事
業

で
の
労
働
者
賃
金

商工振興施策

保
育
園
民
営
化
見
直
し
を

民
間
の
創
意
と
多
様
性
に
期
待

問答
町
長

子育て支援

住宅リフォーム助成制度は住民にも業者にもメリット
のある事業で継続を望みます（写真はイメージです）

【
町
長
】
百
人
委
員
会
で

の
提
言
も
あ
り
、
提
案
を

真
摯
に
受
け
止
め
た
い
。

既
存
施
設
の
活
用
も
含
め

創
意
工
夫
し
て
い
く
。

【
問
】公
園
が
一
つ
も
無

い
町
が
、
子
育
て

支
援
日
本
一
を
標
榜
す
る

資
格
は
無
い
。
子
ど
も
の

遊
び
場
の
設
置
を
望
む
。

を
保
障
す
る

公
契
約
条
例

を
検
討
し
な

い
か
。

【
町
長
】
影

響
を
考
慮
し

な
が
ら
、
議

論
が
必
要
と

考
え
る
。
近

隣
の
動
向
等

か
ら
検
討
し

た
い
。

◀軽米町住宅リフォーム助成制度
　（軽米町ＨＰ）QR コード

▲日本防災士機構ＨＰ
　 QR コード
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幡ブランドを返礼品に活用津
一
次
産
品
も
認
定

　

津
幡
町
の
ブ
ラ
ン
ド
認

定
制
度
は
町
総
務
課
が
担

当
。
広
く
町
内
の
逸
品
を

選
考
し
よ
う
と
一
次
産
品

も
含
め
認
定
す
る
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
も
統

一
。
認
定
品
に
は
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
に
使
用
さ

れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

森
の
セ
ラ
ピ
ー
基
地
は

広
大
な
県
立
公
園
を
使
っ

た
健
康
づ
く
り
が
テ
ー

マ
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健

康
食
講
座
を
メ
ー
ン
に
、

広
域
観
光
で
Ｐ
Ｒ
展
開

　

観
光
客
は
近
隣
の
黒
部

ダ
ム
と
連
携
し
た
ツ
ア
ー

企
画
で
、
年
間
１
８
０
万

人
前
後
が
訪
れ
る
。
特
に

も
北
陸
新
幹
線
開
業
を
契

機
に
、
首
都
圏
で
の
大
型

観
光
Ｐ
Ｒ
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
外
国
人
観
光
客
）
戦

略
を
展
開
。
台
湾
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
観
光
客
誘
致
に

力
を
入
れ
る
。
そ
の
予
算

の
規
模
は
大
き
く
、
隣
接

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

✿研修月日　平成 30 年 11 月１日（木） ・２日（金）

✿場所と研修テーマ
　　①富山県砺波市：チューリップによる観光・産業振興
　　②石川県津幡町：ブランド認定制度による地域振興等

✿参加委員　大村　税、舘坂久人、山本幸男
　　　　　　川原木芳蔵、中村正志、中里宜博

　研修レポート①　　　　　　産業建設常任委員会

反
収
は
40
万
円
超

　

砺
波
市
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
球
根
栽
培
の
歴
史
は
百

年
を
超
え
、
栽
培
技
術
が

受
け
継
が
れ
る
。
球
根
栽

培
の
反
収
は
40
万
円
を
超

え
る
。
一
方
、
肥
培
管
理

の
技
術
習
得
は
に
わ
か
に

は
難
し
く
、
進
ま
な
い
機

械
化
も
課
題
で
後
継
者
問

題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

町観光施策について事前に勉
強会を行い視察に臨むことが
できた。砺波市の街頭には
チューリップデザインの標識
が多く、取り組みも「日本一」
にふさわしい観光戦略であっ
た。担当職員の自信を持った
説明にも感銘を受けた。

オ
ー
ダ
ー
型
企
業
誘
致

　

金
沢
市
に
隣
接
す
る
同

町
に
は
企
業
の
進
出
が
続

い
て
い
る
。
進
出
企
業
の

要
望
も
多
様
化
し
、
意
向

に
合
わ
せ
た
適
地
を
町
が

取
得
と
造
成
、
手
続
き
ま

で
支
援
す
る
「
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
型
」
の
企
業
誘
致

を
展
開
。
か
か
る
費
用
も

先
行
投
資
と
の
意
識
で
積

極
姿
勢
で
取
り
組
む
。

津
幡
町
の
道
の
駅
「
倶
利
伽
羅
源

平
の
郷
」
の
売
店
に
並
ぶ
津
幡
ブ

ラ
ン
ド
認
定
品
「
倶
利
伽
羅
そ
ば
」

約７ha の園内におよそ 21 万本のチューリップで地上絵が描かれる
チューリップフェア会場（砺波市「砺波チューリップ公園」、5 月）

す
る
南
砺
市
と
の
広
域
観

光
振
興
を
数
千
万
円
の
予

算
で
展
開
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
絞
り
、
旅
行
業
者
を
巻

き
込
ん
だ
ツ
ア
ー
の
企
画

が
功
を
奏
し
て
い
る
。　

セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
の
養
成

も
積
極
的
に
行
う
。

広報担当者研修会に全委員６名で参加しま
した。岩手県町村議会広報コンクールの審
査委員も務める芳野政明氏（写真）を講師
に迎え、各町村の議会広報を一紙ずつ丁寧
にクリニック解説。住民に伝わりやすい言
葉で、インパクトある見出しと写真を使い、
そして議会ならではの視点で作成するポイ
ントを学びました。もちろんこれからの議
会だよりに活かしていきます！

議会広報をクリニック診断
✿研修月日　平成 30 年 11 月８日（木） ・９日（金）

✿研修内容　広報担当者研修会（岩手県町村議会議長会主催）

✿参加委員　茶屋　隆、中村正志、松浦満雄
　　　　　　川原木芳蔵、田村せつ、中里宜博

富山県砺波市（となみし）
■人口 4 万 9,000 人　■世帯数 1 万 6,220　■面積 127.03㎢　
■議員定数 18 人　■ 30 年度一般会計当初予算 220 億 5 千万円　
　住みやすさランキングでは全国上位に。平野に家屋が点在す
る「散居村」景観も有名。全国一のチューリップ球根の生産地で、
毎年春には「となみチューリップフェア」が開催され国内外か
ら数多くの観光客が訪れる。

▲砺波市 HP
　QR コード

大
おおむら

村　税
みつぎ

産業建設常任委員長

報　告

 　  　　　追跡　あの「検討します」は…どうなった次は👈👈

議会広報への思い交換
青森県 外ヶ浜町議会
　　　　　　　　視察来町

長
が
11
月
13
日
、
視
察
研

修
で
来
町
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
奨
励
賞
も
受
賞

　

外
ヶ
浜
町
議
会
は
27
年

度
の
全
国
町
村
議
会
コ
ン

ク
ー
ル
奨
励
賞
の
実
績
が

あ
り
ま
す
。
29
年
度
に
本

町
議
会
広
報
紙
が
全
国
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
か

ら
視
察
来
町
。
読
み
や
す

い
紙
面
づ
く
り
や
定
例
会

後
の
早
期
発
行
に
つ
い
て

参
考
に
し
た
い
な
ど
、
互

い
の
広
報
紙
を
手
に
幅
広

く
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

互いの議会広報紙を比較しながら意見交換しました
（写真は、本町編集委員と外ヶ浜町議会広報特別委員）

読みやすい紙面づくりを誓う安
藤委員長（中）と鈴木議長（右）

石川県津幡町（つばたまち）
■人口 3 万 6,968 人　■世帯数 1 万 2,545　■面積 110.59㎢　
■議員定数 16 人　■ 30 年度一般会計当初予算 126 億円　
　石川県の中央に位置し、本州一広い「石川県森林公園」を
有する。平成 25 年 3 月に森林セラピー基地に認定。津幡ブ
ランドの認定、企業誘致にも積極的に取り組んでいる。

▲津幡町 HP
　QR コード

外イ

ン

バ

ウ

ン

ド

国
人
観
光
誘
客
が
奏
功

　

平
成
30
年
11
月
９
日
に
東

京
・
赤
坂
御
苑
で
開
か
れ
た
秋

の
園
遊
会
に
松
浦
求
議
長
が
出

席
し
ま
し
た
。
副
会
長
を
務
め

る
岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会
か

ら
の
推
薦
で
、
ち
か
子
夫
人
と

と
も
に
招
待
。
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
に
拝
謁
い
た
し
ま
し
た
。

松
まつうら

浦 求
もとむ

 議長

平成最後の園遊会にご招
待いただきました。あい
にくの雨模様でしたが、
天皇皇后両陛下の出席者
へのお気遣いに感動いた
しました。皇族の方々に
は独特のオーラを感じ心
洗われるようでした。

　

平
成
最
後
の 

秋
の
園
遊
会

茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

議会報編集常任委員長

報　告議会視点で広報紙づくりを
お気遣いに感動

秋篠宮様も列席された平成 30 年秋の園遊会

▲外ヶ浜町 HP
　QR コード

議
長
と
委
員
５
名
来
町

　

議
会
広
報
紙
の
編
集
や

委
員
会
活
動
に
つ
い
て
の

研
修
に
、
青
森
県
外
ヶ
浜

町
議
（
鈴
木
進
議
長
、
定

数
11
）
の
議
会
広
報
特
別

委
員
会
（
安
藤
英
博
委
員

長
）
委
員
５
名
と
鈴
木
議

チューリップの
観光戦略に学ぶ

 研修レポート②　  議会報編集常任委員会

※各市町の人口、世帯数はＨ 27 国勢調査
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？　議会のはてな？
　　しくみを教えて！⓱

 　 　　　町民インタビュー
　　　　　　　　　かるまい町に住んでみて

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

一
　
般
　
質
　
問

追
　
跡
　
・
　
検
　
証

あの 「検討します」 は…

　　　どうなった？⑨
検証

平成 30 年３月、６月定例会

　　　　　　一般質問 から

　　　　　　　　　Pick up!

追跡
特別養護老人ホームいちい荘

　移転新築と合わせ、
　長期入所者向けベッド増床の検討を

問

答

〔解説〕
　特別養護老人ホームいちい荘の移転新築が進められる
中、長期入所待機者の解消に向け、新築に際して長期ベッ
ドの増床が必要ではないかとの一般質問での質疑や特別
委員会においても議論されてきた。
　運営主体の軽米町社会福祉協議会から長期入所者枠の
増床について町に要望があり、町では介護保険事業主体
の二戸地区広域行政事務組合に対して長期入所者枠の増
床（短期入所者枠からの組み替え）を要望していた。
　30 年 10 月 22 日の市町村長会議において短期枠４床
分から長期への組み替えが認められたことを、同年 12
月定例会に町長が政務報告を行った。

　平成 30 年 10 月 22 日の二戸地区広域圏内市町村長会議で
　短期４床分を長期用への利用変更が認められた

その後は…

　議員の質問に対して「検討する」などと回答
したものが、その後どのように対応し、どうなっ
ているのかを追跡し、検証するコーナーです。

移転新築に合わせ長期入所者用４床増での開所
見通しとなった特別養護老人ホームいちい荘

町社会福祉協議会からの要望を受け、短期入所枠
の一部を長期入所者向けに組み換えるよう二戸地
区広域行政事務組合に要望している

次は👈👈

入所待機者の解消
は喫緊の課題

  松
まつうら

浦 満
み つ お

雄 
〔監査委員歴〕

①平成 19 年５月～ 23 年 4 月
②平成 27 年５月～現在

全国町村監査
功労者表彰
町村監査委員７年
〔平成 30年 11月１日・東京〕

現
任
期
は
４
月
30
日

　

一
般
選
挙
で
選
出
さ
れ

た
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員
の
任
期
は
、
地
方
自

治
法
で
４
年
と
さ
れ
て
い

る
。
現
在
の
軽
米
町
議
会

議
員
の
任
期
は
本
年
４
月

30
日
ま
で
。議
長・副
議
長
、

各
常
任
委
員
及
び
正
副
委
員

長
、
議
選
監
査
委
員
な
ど
の

職
も
議
員
の
任
期
と
と
も
に

任
期
満
了
と
な
る
。

定
数
は
２
減
の
12
に

　
市
町
村
議
会
の
議
員
定
数

は
条
例
で
定
め
ら
れ
る
。
軽

米
町
議
会
は
現
在
14
で
、
次

の
一
般
選
挙
（
本
年
４
月
21

日
予
定
）
か
ら
２
減
の
12
と

な
る
。
30
年
６
月
定
例
会
で

条
例
改
正
し
た
。

町議会議員選挙
  ち ょ う ぎ か い ぎ い ん せ ん き ょ

無
投
票
、
補
欠
選
挙
も

　
議
員
選
挙
は
、
任
期
満
了

以
外
に
議
会
が
解
散
し
た
場

合
に
も
行
わ
れ
る
。
立
候
補

者
が
定
数
と
同
数
又
は
達
し

な
い
場
合
は
無
投
票
当
選
と

な
り
、
補
欠
選
挙
も
行
わ
れ

る
場
合
も
あ
る
。

議長交際費
10 月 １件  　３，０００円
11 月 １件  　５，０００円
12 月 １件  ２１，６００円

町 議 会 の 動 き
（平成 30 年 10 月～ 12 月の主要な行事）

▲町議会ＨＰ
　ＱＲコード

議長交際費は議長等が町議会を代表して総会等の行事へ参加
する際の経費です。詳しくは町ホームページをご覧ください。

月 日 曜 行　　事　　名

12
月

４ 火 第 28 回軽米町議会定例会本会議（会期；～ 12 日）
６ 木 定例会一般質問

７ 金 定例会一般質問、総務教育民生常任委員会
産業建設常任委員会、議会報編集委員会

９ 土 かるまい冬灯り点灯式

10 月 平成 30 年度軽米町一般会計補正予算等審査特別委員会
議会運営委員会、議会報編集委員会

12 水 定例会最終本会議、議員全員協議会、町政調査会幹事会
21 金 二戸地区広域行政事務組合議会臨時会

月 日 曜 行　　事　　名

10
　
月

１ 月 北部地区町村議会議長会県選出国会議員との懇談会（東京都）
２ 火 北部地区町村議会議長会行政視察（山口県・福岡県、～４日）
10 水 議会報編集常任委員会視察研修（東京都・埼玉県、～ 11 日）
15 月 カシオペア連邦議会議員協議会活動交流集会（九戸村）

17 水 岩手県町村議会議長会政務調査会研修会（京都府、～ 19 日）
議会報編集委員会

20 土 県立軽米高等学校創立 70 周年記念式典
21 日 食フェスタ in かるまい 2018
26 金 総務大臣感謝状贈呈式（東京都）
29 月 産業建設常任委員会、議会報編集委員会

31 水 二戸地区広域行政事務組合議会定例会
かるまい議会だより第 215 号発行

11
月

１ 木 産業建設常任委員会視察研修（富山県・石川県、～２日）
全国町村監査委員研修会・功労者表彰式（東京都、～２日）

３ 土 在京軽米会設立 30 周年記念総会・懇親会（東京都）

７ 水 カシオペア連邦議会議員協議会役員会（二戸市）
議会運営委員会

８ 木 岩手県町村議会議長会広報担当者研修会（花巻市、～９日）
９ 金 秋の園遊会（東京都）
13 火 青森県外ヶ浜町議会議会広報編集視察受け入れ
17 土 フォーラム「縄文から続くカシオペアの伝統文化」（二戸市）
20 火 岩手県後期高齢者医療広域連合議会（盛岡市）
27 火 議会運営委員会
29 木 議員全員協議会
30 金 軽米町百人委員会全体会

議会選出
監査委員
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かるまい町に住んでみて

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
お
祭

り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、

と
て
も
盛
ん
だ
な
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
は
情
操
の
豊
か
さ
に
も
つ
な

が
る
の
で
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が

素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

遊
戯
施
設
と
公
園
を

☟
町
が
も
っ
と
住
み
良
く
な
る
た

め
に
は
何
が
必
要
と
思
い
ま
す
か
？

　

い
ろ
ん
な
商
業
施
設
が
充
実

す
る
と
い
い
で
す
ね
。
子
育
て

に
は
と
て
も
良
い
環
境
な
の
で

子
ど
も
服
屋
さ
ん
と
か
、
遊
戯

施
設
、
公
園
が
近
く
に
あ
れ
ば

い
い
よ
ね
な
ど
と
よ
く
家
族
と

話
し
ま
す
。

地
域
貢
献
を
後
押
し

☟
町
づ
く
り
へ
の
思
い
を
一
言
？

　

地
元
出
身
の
お
医
者
さ
ん
が

少
な
い
と
の
話
を
聞
き
ま
す
。

医
療
や
福
祉
で
地
域
貢
献
し
よ

う
と
う
す
る
若
い
人
や
志
望
す

る
生
徒
の
お
手
伝
い
が
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

転
勤
か
ら
丸
２
年
に

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　

軽
米
高
等
学
校
へ
の
転
勤

で
、
平
成
29
年
４
月
に
家
族
３

人
で
引
っ
越
し
て
き
て
丸
２
年

が
経
ち
ま
す
。
軽
米
町
は
み
ん

な
初
め
て
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
が
盛
ん
な
町

☟
町
に
住
む
前
と
後
の
印
象
は
ど

う
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　

恥
ず
か
し
な
が
ら
「
風
車
と

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
」
の
町
、
そ
し

て
こ
れ
ま
で
に
お
世
話
に
な
っ

た
軽
米
町
出
身
の
方
々
の
印
象

か
ら
「
ま
じ
め
な
方
が
多
い
な
」

と
い
う
感
じ
し
か
あ
り
せ
ん
で

し
た
。
実
際
に
暮
ら
し
て
み
て

る
と
静
か
で
長の

ど

か閑
で
過
ご
し
や

す
く
、
娘
か
ら
は
「
軽
米
に
お

家
を
建
て
て
ね
」
と
せ
が
ま
れ

て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　
盛岡市出身　38 歳（蓮台野）
　妻・長女の３人家族

　　 かねひら 　たかしげ　

　　町民インタビュー Vol.⓮

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に

来
ら
れ
た
方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会

議
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

茶屋　　隆
中村　正志
松浦　満雄
川原木芳蔵
田村　せつ
中里　宜博
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ＵＲＬ　http://www.town.karumai.iwate.jp/

か
る
ま
い

 

議
会
だ
よ
り

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

　　　　　　　　長女・  桜
さくら

花   ちゃん

軽米町議会だよ
りはこちらから

兼平 爵臣 さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妻・  美
み き

希   さん　


